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ヒール耐疲労性試験
ISO 19956：2004に準拠

【概要】

『ISO 19956：2004』に規定されるヒール耐疲労試験機で、歩行時にヒールが繰り返し

受ける衝撃に対する耐久性を調べる試験です。

【試験方法】

合金で固定したヒールを試験機に取り付け、１秒間に1回の速度で一打当たり0.68 J

の衝撃を与えます。0.68 Jという値は、当該試験が英国で開発されたことが関係して

おり、1 ｌbf(ポンド) ×0.5 ft(フィート) を国際単位に換算すると

4.45 N/ｌｂｆ×0.5 ｆｔ×0.305 m/ｆｔ＝0.68 Jとなるため、1打撃が0.68 Jと設定されています。

また0.68 Jの衝撃を誤って指や手の甲に受けてしまうと骨折する危険性があり、想定

される歩行時の負荷より1回に与える衝撃が高く設定されています。

【評価】

衝撃を与える回数は20000回で、衝撃を繰り返し与えることで外観の変化が現れた

回数で評価とします。

【費用】

試料数はヒール単体3個で試験を実施し、試験費用は12,000円です。

ただし、ヒール単体で試料を提供できない場合は、別途費用が発生します。
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